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１．2025年12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年１月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期中間期 160,524 0.9 11,319 △17.7 9,607 △49.1 7,096 △38.9
2024年12月期中間期 159,133 10.3 13,748 31.9 18,882 34.3 11,610 33.5

（注）包括利益 2025年12月期中間期 2,341百万円( △86.7％) 2024年12月期中間期 17,617百万円( 44.7％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭
2025年12月期中間期 124.36 －

2024年12月期中間期 203.47 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2025年12月期中間期 368,337 290,114 73.3 4,733.10

2024年12月期 386,793 292,276 70.4 4,771.69
(参考)自己資本 2025年12月期中間期 270,138百万円 2024年12月期 272,295百万円

（注）2025年12月期中間連結会計期間において、企業結合に係る会計処理の確定を行っており、2024年12月期に係る各
数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 70.00 － 70.00 140.00

2025年12月期 － 70.00

2025年12月期 (予想) － 70.00 140.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 336,000 4.1 20,000 15.2 20,700 △4.4 13,800 83.7 241.83

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ：無

新規 －社 （社名）－ 、除外 －社 （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年12月期中間期 60,592,541株 2024年12月期 60,592,541株

② 期末自己株式数 2025年12月期中間期 3,518,181株 2024年12月期 3,527,676株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年12月期中間期 57,068,008株 2024年12月期中間期 57,059,953株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が発表日現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業
績等は経済情勢の変動等に伴うリスクや様々な不確定要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる仮定等については、第2四半期（中間期）決算短信（添付資料）４ページ「１．当中間期決算に関する定性的
情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

中間連結会計期間(2025年１月１日から2025年６月30日まで)

セグメントの名称

前中間連結会計 当中間連結会計 前年同期比較

金額

(百万円)

構成比

(％)

金額

(百万円)

構成比

(％)

増減額

(百万円)

増減率

(％)

化粧品事業 126,731 79.6 127,915 79.7 1,183 0.9

コスメタリー事業 31,250 19.6 31,257 19.5 7 0.0

その他 1,151 0.7 1,351 0.8 200 17.4

売上高計 159,133 100.0 160,524 100.0 1,391 0.9

区分

前中間連結会計 当中間連結会計 前年同期比較

金額

(百万円)

売上比

(％)

金額

(百万円)

売上比

(％)

増減額

(百万円)

増減率

(％)

営業利益 13,748 8.6 11,319 7.1 △2,428 △17.7

経常利益 18,882 11.9 9,607 6.0 △9,275 △49.1

親会社株主に帰属する

中間純利益
11,610 7.3 7,096 4.4 △4,513 △38.9

当中間連結会計期間（2025年１月１日から2025年６月30日まで）における日本経済は持ち直しの動きが続いている

ものの、物価上昇を要因とした個人消費の停滞等、回復力には弱さも見られました。消費者マインドの下振れや米国

の政策動向による影響等、景気を下押しするリスクには引き続き留意が必要です。

当社グループが主に事業展開しているアジア・米国経済において、依然として先行きは不透明な状況です。中国で

は米中間の通商問題、不動産市場の停滞や物価下落の継続等の影響により、景気は横ばいとなっています。米国では、

景気が減速傾向にある中、３月に関税率引き上げに伴う駆け込み需要等が見受けられました。一方、４月以降は米国

の消費センチメントが減退したことで買い控えが進んでいます。

日本の化粧品市場は、リオープニング効果が一巡した2024年下期以降、基調に大きな変化は見られず、底堅く推移

しています。インバウンド需要については、客単価の下落や訪日客数の落ち着きにより、当第２四半期に入り、売上

成長は緩やかになりました。

アジアの化粧品市場では、特に中国市場において、中国国産ブランドの台頭や個人消費の低迷によって市場の二極

化が続いています。

米国の化粧品市場では、消費者の価格感度の高まりを背景に、中・高価格帯のブランドは厳しい事業環境に直面し

ています。加えて、関税によるコスト増等のビジネスリスクの高まりの兆しも見られることから、今後も米国の化粧

品の消費動向には注視が必要です。

このような市場環境の中、当社グループは2024年11月に公表した中長期ビジョン「Vision for Lifelong Beauty

Partner―Milestone2030」を推進しています。現在は、フェーズ１「構造改革の完遂と基盤再構築」に位置付けてお

り、日本事業の収益性向上に向けた事業構造の見直しとアジア事業の売上拡大に向けた投資を実行しています。

当中間連結会計期間における当社グループの連結売上高は、前年同期比0.9％増の160,524百万円（為替の影響を除

くと前年同期比1.5％増）となりました。中華圏において減収となりましたが、日本における「コスメデコルテ」なら

びに㈱アルビオンの売上高が大きく伸長し、連結全体で増収となりました。連結売上高に占める海外売上高の割合は

34.7％となりました。

営業利益は販売費及び一般管理費の増加を主因に11,319百万円(前年同期比17.7％減)となりました。主に新規連結

対象のピューリ社におけるのれん償却をはじめとした費用の上乗せとタルト社における物流費の増加が減益に影響し

ました。

経常利益は、円高による為替差損の増加によって9,607百万円（同49.1％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は

固定資産の売却益によって7,096百万円（同38.9％減）となりました。
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化粧品事業は、ハイプレステージ及びプレステージともに増収となりました。

ハイプレステージでは、「コスメデコルテ」に加えて、「ジルスチュアート」等のメイクアップブランドにおいて

減収となりましたが、㈱アルビオンの主要ブランドの増収と新規連結対象の「パンピューリ」の上乗せにより打ち返

しました。「コスメデコルテ」は、日本国内では増収となったものの、アジアの減収を相殺するには至りませんでし

た。

プレステージでは、好調だった前年同期に対しても増収となりました。主要ブランドである「雪肌精」は、日本国

内では前年同期並みの売上高を確保し、海外で前年同期を上回ったことで、ブランド全体で増収となりました。

同セグメントにおける営業利益は、㈱アルビオンと中国本土で増益となったものの、中国免税や「タルト」の減益

を相殺するには至らず、減益となりました。中国本土では構造改革の効果が顕在化し始めたことで、当中間連結会計

期間では黒字に転換しました。「タルト」においては、北米オフラインの減収をオンラインチャネルで打ち返し、第

１四半期の減収を第２四半期で挽回しました。しかし、厳しい市場環境の中、ブランドのプレゼンスを維持するため

に積極的にマーケティング投資を実施したことに加えて、物流費の増加等により、減益となりました。

その結果、化粧品事業の売上高は127,915百万円（前年同期比0.9％増）となり、営業利益は9,786百万円（同20.0％

減）となりました。

コスメタリー事業における売上高は、前年同期並みとなりました。コーセーコスメポート㈱の主力ブランド及び㈱

コーセーのセルフメイクブランド「ヴィセ」「ファシオ」が苦戦した一方、「メイクキープ」が好調に推移しまし

た。コーセーコスメポート㈱の主力ブランドでは、前年同期の大型リニューアルによる出荷ハードルの高さに加え、

「クリアターン」はシートマスクカテゴリーにおける競争激化の影響を受けました。

同セグメントにおける営業利益において、収益性は前年同期と比べるとわずかに低下しましたが、引き続き高い水

準を維持しています。

その結果、売上高は31,257百万円（前年同期比0.0％増）、営業利益は3,769百万円（同3.4％減）となりました。

その他の事業は、主にアメニティ事業での増収に加えて、原価率の低下が寄与したことで、増益となりました。売

上高は1,351百万円（前年同期比17.4％増）、営業利益は722百万円（同26.0％増）となりました。

地域別売上高(外部顧客に対する売上高)

前中間連結会計 当中間連結会計 前年同期比較

金額

(百万円)

構成比

(％)

金額

(百万円)

構成比

(％)

増減額

(百万円)

増減率

(％)

日本 101,156 63.6 104,768 65.3 3,611 3.6

アジア 23,313 14.7 21,083 13.1 △2,230 △9.6

北米 30,484 19.2 30,839 19.2 354 1.2

その他 4,177 2.6 3,833 2.4 △344 △8.2

売上高計 159,133 100.0 160,524 100.0 1,391 0.9

＜日本＞

化粧品事業は「コスメデコルテ」ならびに㈱アルビオンの主要ブランドを中心に売上高を伸ばし、コスメタリー事

業は前年並みを維持しました。その結果、地域全体では増収となりました。

「コスメデコルテ」は、価格改定前の駆け込み需要が発生した他、新製品が貢献し、実績を伸ばしました。

㈱アルビオンの主要ブランドにおいて、「エレガンス」では一部商品の価格改定を４月に実施し、第１四半期では

駆け込み需要が発生しました。第２四半期ではその反動があったものの、当中間期では増収を確保しました。「アル

ビオン」は内需を主因に好調に推移しました。

プレステージの主要ブランド「雪肌精」では、前年同期並みの実績を確保しました。前年同期に発売した化粧水お

よび乳液の出荷増によるハードルが高かったものの、新製品が実績に貢献しています。

その結果、売上高は104,768百万円（前年同期比3.6％増）となりました。

＜アジア＞

中国本土及び免税チャネルは減収となりました。

中国本土では、ブランド価値の棄損を防ぐため、過当競争からの脱却を図りました。その結果、３月ならびに６月



株式会社コーセー(4922) 2025年12月期 第２四半期（中間期）決算短信

4

の大型セールでは、前年同期を下回る実績となりました。

免税チャネルにおいては、当社主導による出荷コントロールを継続しています。加えて、前第２四半期に発生した

下期からのV字回復を見込んだ出荷増による前年ハードルの高さも減収に影響しました。

本年度からピューリ社が連結対象となったものの、地域全体の売上高は21,083百万円（前年同期比9.6％減）となり

ました。

＜北米・その他＞

同地域における売上高の大半を構成する「タルト」は、現地通貨建てでは前年同期並みの実績となったものの、円

高の影響により減収となりました。消費センチメントの減退により、オフラインの売上は前年同期を下回りましたが、

既存ECの堅調な売上に加え、大手ECとの新規取引開始による出荷増で打ち返しました。

コーセーブランドにおいては、当第２四半期に「雪肌精」の大型の受注があり、増収となりました。

その結果、北米地域の売上高は30,839百万円（前年同期比1.2％増）、その他（欧州等）の売上高は3,833百万円(同

8.2％減)となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年２月12日に発表しました通期連結業績予想は変更ありません。
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２．株式等の状況

（１）株式の総数等

①株式の総数

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②発行済株式

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2025年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年８月7日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 60,592,541 60,592,541
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株で
あります。

計 60,592,541 60,592,541 ― ―

（２）発行済株式総数、資本金等の推移

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2025年１月１日～
2025年６月30日

― 60,592 ― 4,848 ― 6,390

（３）議決権の状況

① 【発行済株式】

2025年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 3,518,100 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 56,931,400 569,314 ―

単元未満株式 普通株式 143,041 ― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 60,592,541 ― ―

総株主の議決権 ― 569,314 ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,800株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数38個が含まれております。

② 【自己株式等】

2025年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社コーセー
東京都中央区日本橋
三丁目６番２号

3,518,100 － 3,518,100 5.81

計 - 3,518,100 － 3,518,100 5.81
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３．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 113,970 91,354

受取手形及び売掛金 50,020 45,659

商品及び製品 40,216 42,505

仕掛品 3,105 4,095

原材料及び貯蔵品 26,311 26,511

その他 6,864 5,211

貸倒引当金 △151 △148

流動資産合計 240,336 215,188

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 54,466 54,237

減価償却累計額 △29,694 △30,380

建物及び構築物（純額） 24,771 23,856

機械装置及び運搬具 22,967 23,092

減価償却累計額 △19,772 △20,156

機械装置及び運搬具（純額） 3,194 2,935

工具、器具及び備品 45,881 45,017

減価償却累計額 △40,715 △39,607

工具、器具及び備品（純額） 5,166 5,410

土地 18,800 18,527

リース資産 14,675 13,751

減価償却累計額 △4,957 △5,046

リース資産（純額） 9,717 8,704

建設仮勘定 12,099 21,240

有形固定資産合計 73,749 80,675

無形固定資産

ソフトウエア 5,535 5,069

のれん 6,972 5,812

その他 14,436 13,627

無形固定資産合計 26,944 24,510

投資その他の資産

投資有価証券 16,750 19,215

退職給付に係る資産 18,828 18,903

繰延税金資産 6,131 5,717

その他 4,752 4,809

貸倒引当金 △700 △681

投資その他の資産合計 45,762 47,963

固定資産合計 146,456 153,149

資産合計 386,793 368,337
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,356 9,817

電子記録債務 14,859 13,569

短期借入金 831 765

リース債務 1,406 1,292

未払金 16,628 9,867

未払費用 13,447 8,736

未払法人税等 5,721 2,904

未払消費税等 1,736 941

返金負債 6,532 4,925

その他 2,641 3,449

流動負債合計 71,162 56,270

固定負債

リース債務 8,985 8,045

繰延税金負債 8,893 9,363

その他 5,474 4,542

固定負債合計 23,353 21,952

負債合計 94,516 78,223

純資産の部

株主資本

資本金 4,848 4,848

資本剰余金 179 206

利益剰余金 243,345 246,447

自己株式 △9,055 △9,031

株主資本合計 239,316 242,470

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,929 4,133

為替換算調整勘定 18,461 14,336

退職給付に係る調整累計額 9,588 9,197

その他の包括利益累計額合計 32,979 27,668

非支配株主持分 19,980 19,975

純資産合計 292,276 290,114

負債純資産合計 386,793 368,337
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

売上高 159,133 160,524

売上原価 46,509 47,360

売上総利益 112,623 113,163

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 13,216 13,294

販売促進費 22,939 22,873

運賃及び荷造費 9,336 10,103

給料及び手当 26,649 27,331

退職給付費用 27 △56

法定福利費 4,161 4,188

減価償却費 2,507 3,207

その他 20,037 20,901

販売費及び一般管理費合計 98,875 101,844

営業利益 13,748 11,319

営業外収益

受取利息 489 375

受取配当金 231 245

助成金収入 81 232

還付消費税等 45 46

投資事業組合運用益 106 －

為替差益 4,020 －

雑収入 193 214

営業外収益合計 5,169 1,114

営業外費用

支払利息 7 32

貸倒引当金繰入額 14 －

投資事業組合運用損 － 71

為替差損 － 2,684

雑損失 13 39

営業外費用合計 35 2,827

経常利益 18,882 9,607

特別利益

固定資産売却益 － 2,715

投資有価証券売却益 － 96

特別利益合計 － 2,811

特別損失

固定資産処分損 43 254

減損損失 1 0

事業整理損 153 －

特別損失合計 198 254

税金等調整前中間純利益 18,684 12,164

法人税、住民税及び事業税 6,456 3,332

法人税等調整額 12 1,074

法人税等合計 6,469 4,406

中間純利益 12,214 7,757

非支配株主に帰属する中間純利益 604 660

親会社株主に帰属する中間純利益 11,610 7,096
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（中間連結包括利益計算書）

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

中間純利益 12,214 7,757

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △138 △797

為替換算調整勘定 5,924 △4,208

退職給付に係る調整額 △383 △409

その他の包括利益合計 5,402 △5,415

中間包括利益 17,617 2,341

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 16,937 1,785

非支配株主に係る中間包括利益 680 556
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 18,684 12,164

減価償却費 4,435 5,242

減損損失 1 0

のれん償却額 555 737

事業整理損 153 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 57 △23

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △198 △288

固定資産処分損益（△は益） 43 △2,461

受取利息及び受取配当金 △721 △621

支払利息 7 32

為替差損益（△は益） △1,332 956

投資有価証券売却損益（△は益） － △96

投資事業組合運用損益（△は益） △106 71

売上債権の増減額（△は増加） 511 3,574

棚卸資産の増減額（△は増加） △8,623 △5,373

仕入債務の増減額（△は減少） △189 3,392

返金負債の増減額（△は減少） △231 △1,281

その他の資産の増減額（△は増加） 635 413

その他の負債の増減額（△は減少） △8,105 △11,308

小計 5,577 5,130

利息及び配当金の受取額 645 697

利息の支払額 △6 △35

法人税等の支払額 △2,858 △6,139

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,358 △347

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △16,191 △1,043

定期預金の払戻による収入 15,123 4,134

有形固定資産の取得による支出 △4,692 △12,947

有形固定資産の売却による収入 0 3,006

無形固定資産の取得による支出 △1,024 △1,660

無形固定資産の売却による収入 － 12

投資有価証券の取得による支出 △890 △3,645

投資有価証券の売却及び償還による収入 158 132

投資事業組合からの分配による収入 64 －

短期貸付金の純増減額（△は増加） △8 △3

長期貸付金の回収による収入 0 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） △99 △184

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,561 △12,197
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(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の純増減額（△は増加） △1 △0

配当金の支払額 △3,994 △3,994

非支配株主からの払込みによる収入 － 0

非支配株主への配当金の支払額 △219 △563

その他 △73 △129

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,289 △4,686

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,120 △1,939

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,372 △19,170

現金及び現金同等物の期首残高 105,669 107,757

現金及び現金同等物の中間期末残高 99,297 88,586
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年１月１日 至 2024年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

中間連結
損益計算書
計上額
(注３)化粧品事業

コスメタリ
ー事業

計

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

126,731 31,250 157,981 1,151 159,133 － 159,133

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － 254 254 △254 －

計 126,731 31,250 157,981 1,405 159,387 △254 159,133

セグメント利益 12,233 3,900 16,134 573 16,708 △2,960 13,748

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アメニティ製品事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

セグメント間取引消去 △68

各報告セグメントに配分していない全社費用 △2,892

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用及び基礎研究費用であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失、又はのれん等に関する情報

当中間連結会計期間において、重要な事項はありません。

３．地域に関する売上高情報

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 その他 計

101,156 23,313 30,484 4,177 159,133
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年１月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

中間連結
損益計算書
計上額
(注３)化粧品事業

コスメタリ
ー事業

計

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

127,915 31,257 159,172 1,351 160,524 － 160,524

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － 252 252 △252 －

計 127,915 31,257 159,172 1,603 160,776 △252 160,524

セグメント利益 9,786 3,769 13,555 722 14,278 △2,958 11,319

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アメニティ製品事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

セグメント間取引消去 54

各報告セグメントに配分していない全社費用 △3,013

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用及び基礎研究費用であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失、又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「化粧品」セグメントにおいて、2024年12月26日に行われたPURI CO.,LTD.との企業結合について前連結会計年

度において暫定的な会計処理を行っておりましたが、当中間連結会計期間に確定しております。詳細につきまし

ては、「注記事項（企業結合等関係）」の「（企業結合に係る暫定的な処理の確定）」をご参照ください。

３．地域に関する売上高情報

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 その他 計

104,768 21,083 30,839 3,833 160,524

（企業結合等関係）

（企業結合に係る暫定的な処理の確定）

2024年12月26日に行われたPURI CO.,LTD.との企業結合について前連結会計年度において暫定的な会計処理を

行っておりましたが、当中間連結会計期間に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当中間連結会計期間の中間連結財務諸表に含まれる比較情報において

取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されており、暫定的に算定されたのれんの金額10,625百万円は、

会計処理の確定により6,537百万円減少し、4,087百万円となっております。また、それに伴いその他無形固定

資産は10,229百万円、繰延税金負債は2,026百万円、非支配株主持分は1,645百万円それぞれ増加し、繰延税金

資産は19百万円減少しております。
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（収益認識関係）

収益の分解情報

当社グループは、「化粧品事業」及び「コスメタリー事業」の２つの報告セグメントに区分しており、当該報告

セグメントは、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績の評価をするために、定期的に検討を行う対象として

いることから、これらの２事業で計上する収益を売上高として表示しております。また、地域別の収益は、顧客の

所在地に基づき分解しております。これらの分解した収益とセグメント売上高との関連は、以下のとおりでありま

す。

前中間連結会計期間(自 2024年１月１日 至 2024年６月30日)

（単位：百万円）

日本 アジア 北米 その他 合計

化粧品事業 69,741 22,348 30,484 4,157 126,731

コスメタリー事業 30,265 963 － 20 31,250

報告セグメント計 100,006 23,312 30,484 4,177 157,981

その他(注) 1,046 1 － － 1,047

顧客との契約から生じる収益 101,053 23,313 30,484 4,177 159,029

その他の収益 103 － － － 103

外部顧客への売上高 101,156 23,313 30,484 4,177 159,133

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アメニティ製品事業等を含んでお

ります。

当中間連結会計期間(自 2025年１月１日 至 2025年６月30日)

（単位：百万円）

日本 アジア 北米 その他 合計

化粧品事業 73,098 20,154 30,839 3,823 127,915

コスメタリー事業 30,318 928 － 9 31,257

報告セグメント計 103,417 21,083 30,839 3,833 159,172

その他(注) 1,245 0 － － 1,245

顧客との契約から生じる収益 104,662 21,083 30,839 3,833 160,418

その他の収益 106 － － － 106

外部顧客への売上高 104,768 21,083 30,839 3,833 160,524

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アメニティ製品事業等を含んでお

ります。


